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とともに，社会学科長と『アメリカ社会学雑誌』（American Journal of Sociology）の編集を務
めた。シカゴ大学の後は，1961 年からブランダイス大学，1968 年からボストン大学で学生を指
導し，1963 年にはアメリカ社会学会会長を務め， 1983 年に 86 才の生涯を終えた。
　ゴフマンは，1922 年にカナダで生まれ，トロント大学を卒業後，1945 年にシカゴ大学大学院
























*2　インタビューは，1980 年４月 23 日フィラデルフィアで，テープレコーダーなしで行われたものであ
り，面談中のノートに基づく無加筆の記録とされている（Winkin, 1988 ＝ 1989：137）。
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　第 2 に，第 1 章 , 第３章において典型的に示されているように，「制度／制度体」としての精
神病院（などの全制的制度）を扱っていることが明瞭である。
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　以上の 4 点は，相互に密接な関係をもち，それぞれを分離して論じることが困難ではあるが，
以下では，ヒューズの『制度体の成長――シカゴ不動産協会』（The Growth of an Institution: 
















































　1940 年代から 50 年代，ヒューズは，学生たちとの「職業」「制度」をテーマとするゼミを継
続していた。ゴフマンもその一員であった。ここに一種の「集団的連帯」が形成されていた。
ヒューズは，職業社会学・専門職論について，1952 年に特集号「仕事の社会学的研究」を編集
し，1958 年に論文集『人と仕事』をまとめている。この論文集には，1920 年代から 1950 年代の





ス医科大学の調査も進行中（1956 ～ 57 年頃）であった。ゴフマンは，1949 年に修士号取得後，ヨー
ロッパに渡り，1952 年にシカゴに戻り，1953 年に博士学位を取得した。その後，1954 年頃に『ア
サイラム』のもととなった調査に取り組み，『アサイラム』が出版されたのが 1961 年である。こ
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【Everett C. Hughesの主要著作】
1931　The Growth of an Institution: The Chicago Real Estate Board, The University of 
Chicago Press（=1979, Arno Press）．
1943　French Canada in Transition，The University of Chicago Press．
1952　Where Peoples Meet: Racial and Ethnic Frontiers（with Helen MacGill Hughes），The 
Free Press．
1958　Men and Their Work，The Free Press．
1961　Boys in White: Student Culture in Medical School（with Howard S. Becker，Blanche 
Geer，Anselm Strauss），The University of Chicago Press． 
1968　Institutions and the Person （edited by Howard S. Becker，Blanche Geer, David 
Riesman,  Robert Weiss） ，Aldine．
1971　The Sociological Eye，Transaction Books．
1994　Everett Hughes on Work, Race and the Sociological Imagination（edited by Lewis A. 
Coser），The University of Chicago Press．
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（のだ　ひろし　京都府立大学公共政策学部教授）
ヒューズからゴフマンへの継承と展開

